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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

４
月
18
日
予
定
の
「
定
時
総
会
」
は
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に
な
り
ま
し
た

が
、
３
５
０
余
名
の
構
成
員
が
一
堂
に

参
加
さ
れ
る
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

防
止
の
観
点
か
ら
、
今
年
も
「
書
面
表

決
」
で
の
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。総

会
構
成
員
全
員
に
、
４
月
10
日
頃

に
「
議
案
書
」
を
配
布
し
、
４
月
17
日

締
め
切
り
で
、
「
表
決
書
」
を
提
出
い

た
だ
き
、
構
成
員
の
過
半
数
の
賛
成
が

確
認
で
き
た
時
点
で
、
議
案
等
の
成
立

を
確
認
す
る
扱
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
5
月
紙
面
に
て
結
果
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
西
市
消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い

消
防
本
部
で
は
、
多
数
の
消
防
職
員

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹

患
し
、
業
務
維
持
が
難
し
い
状
況
を
想

定
し
、
消
防
協
力
者
と
し
て
消
防
業
務

（
電
話
対
応
や
事
務
補
助
な
ど
）
の
活

動
補
助
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
登
録

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊

な
ど
の
業
務
を
経
験
さ
れ
た
方
で
、
実

際
に
活
動
補
助
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

消
防
本
部
か
ら
連
絡
し
、
内
容
等
を
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

消
防
本
部
総
務
課(

担
当
：
清
水)

迄

☎

７
５
７
‐
９
９
４
５

◎
春
の
全
国
中
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場(

３
月)

牧

琴
音
さ
ん(

清
中
１
年
・東
４)

◎
第
６
回
全
日
本
選
抜
少
年
野
球
大
会
に

川
西
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
出
場(

２
月)

川
端

康
介
君

(

清
小
６
年
・
東
１)

得
竹

海
翔
君

(

清
小
６
年
・
西
１)

山
本

天
汰
郎
君(

南
小
６
年
・
西
４)

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

第
50
回
定
時
総
会
に
つ
い
て

清
和
台
自
治
会
も
来
年
度
で
50
周
年

を
迎
え
、
現
在
、
記
念
事
業
を
企
画
中

で
す
。

自
治
会
の
資
料
を
調
べ
て
い
る
の
で

す
が
、
古
い
清
和
台
の
写
真
が
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
永
年
清
和
台
に
住

ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
古
い

写
真
を
お
持
ち
で
は
な
い
か
と
、
今
回

募
集
す
る
も
の
で
す
。

「
お
宅
に
古
い
写
真
が
眠
っ
て
い
ま
せ

ん
か
」
、
今
一
度
、
探
し
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
？

フ
イ
ル
ム
、
写
真
、
電
子
デ
ー
タ
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
の
で
自
治
会
に
提

供
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
集
ま
っ

た
内
容
に
よ
っ
て
、
写
真
展
な
ど
を
企

画
し
て
、
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。締

め
切
り
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
出

来
れ
ば
４
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

古
い
清
和
台
の
写
真
募
集
!!

◎
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
の
た
め

中
止
い
た
し
ま
す
。

さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会

恒
例
の
さ
く
ら
祭
り



♳ 　４月度 資源回収カレンダー

新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

ブロック・地番名 回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ 1・15日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ 9・23日

Ｂ2 西４、西５ 2・16日

Ｃ 東１、東２-３・４ 12・26日

D 東２-１・２、東３ 10・24日

Ｅ 東４、東５ 3・17日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM 9・23日

　※ 市の回収日ではなく、自治会の回収日に

　　 集積場所に出してください

役
員
会
だ
よ
り
（
４
２
８
号
）

開
催

１
月
17
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
令
和
３
年
度

役
員
公
募
（
既
報
）

・
令
和
３
年
度

理
事
、
班
長
の
選
任

・
清
和
台
幼
稚
園
の
存
続
運
動
署
名

（
５
、
７
７
２
名
分
）
12
／
18
に
市
長
・

教
育
長
に
面
談
し
、
手
渡
す

・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
（
既
報
）

・
防
犯
カ
メ
ラ(

第
２
自
横)

故
障

更
新
費
用
３
１
９
千
円

(

内
、
市
助
成
８
万
円)

１
月
更
新
済

・
自
治
会
50
周
年
記
念
事
業

内
容
、
時
期
、
記
念
品
等
検
討

・
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

２
月
20
日
、
協
力
要
請

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
12
月
度
部
長
会
の
会
場
設
営
、
片
付

け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
３
０
５

号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
２
月
号

休
刊

（
環
境
部
）

・
公
園
点
検
管
理

→

不
具
合
箇
所
、

市
に
修
繕
依
頼

→

漸
次
修
理

・
東
ブ
ロ
ッ
ク
公
園
ゴ
ミ
箱

→

年
度
内
撤
去

(

３
面
参
照)

・
資
源
回
収
事
業

12
月
度

47
・
８
ト
ン
（
前
年
比
81
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
12
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
み

５
件

・
歳
末
助
け
合
い
募
金

（
前
月
報
告
参
照
）

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
、
幟
点
検

異
常
な
し

（
体
育
部
）
特
に
な
し

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

交
通
事
故(

人
身)

東
３(

県
道)

車
と
自
転
車

西
２(

県
道)

自
転
車
と
歩
行
者

刑
法
犯

自
転
車
盗

東
３

（
会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
点
検
、
消
防
設
備
等
点
検

・
第
２
ホ
ー
ル
に
空
気
清
浄
機
増
設

・
１
月
予
定
の
団
体
向
け
会
館
利
用
者

説
明
会
を
中
止
し
、
案
内
文
書
郵
送

部
長
会
だ
よ
り
（
２
月
13
日
）

２
月
役
員
会
は
中
止
し
ま
し
た
の
で
、

部
長
会
の
報
告
を
抜
粋
し
て
記
し
ま
す
。

【
議
題
報
告
事
項
】

・
２
年
度
事
業
報
告
、
３
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
を
提
出
の
こ
と

・
３
月
役
員
会
、
新
理
事
分
担
内
定
会

の
開
催
方
法
打
ち
合
わ
せ

・
公
立
清
和
台
幼
稚
園
存
続
問
題
に
つ

い
て
、
市
長
・
教
育
長
よ
り
説
明
会

実
施

・
50
周
年
記
念
事
業
企
画
委
員
会
設
置

・
さ
く
ら
祭
り

中
止

【
各
部
報
告
】

各
部
の
通
常
事
業
報
告
は
省
略
し
、

特
記
事
項
の
み
抜
粋
し
て
報
告
し
ま

す
（
環
境
部
）

・
資
源
回
収
事
業

１
月
度

35
・
４
ト
ン
（
前
年
比
82
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
１
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児
誕
生

１
件

お
悔
み

８
件

（
安
全
部
）

・
交
番
だ
よ
り

交
通
事
故
（
人
身
）

東
５(

市
道)

原
付
と
車

西
１(

県
道)

車
と
車

刑
法
犯

自
転
車
盗

東
４

（
会
館
運
営
部
）

・
会
館
利
用
者
説
明
会

中
止

利
用
申
込
み
手
続
き
は
事
務
局
で

せいわだいにゅ～す 令和３年３月１４日（２）

新
入
会
員

１
・
２
月
度

(

敬
称
略)

吉
本

雄
志

東
４

岩
坪

真
由
美

西
１

小
坂

政
樹

東
５

他

１
名



認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

開
催
の
ご
案
内

ト
ナ
リ
エ
２
階
「
天
使
と
小
さ
な

悪
魔
の
カ
フ
ェ
」
で
開
催
し
ま
す
。

日

時

３
月
24
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

「
天
使
と
小
さ
な
悪
魔
の
カ
フ
ェ
」

参
加
費

１
０
０
円

（
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
、
ス
イ
ー
ツ
付
）

『
ホ
ッ
』
と
ひ
と
休
み
に
、
お
好

き
な
時
間
に
来
て
、
お
好
き
な
時
間

に
お
帰
り
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

７
９
９
‐
０
２
０
１

福
祉
部
会

７
９
９
‐
２
９
４
０

愛
犬
家
の
皆
さ
ん

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

自
治
会
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
で
「
犬

の
フ
ン
放
置
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。

自
治
会
で
は
平
成
30
年
か
ら
「
イ

エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
運
動
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

一
時
的
に
フ
ン
放
置
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
元
に
戻
っ

た
の
か
、
多
く
の
フ
ン
が
見
ら
れ
ま

す
。
放
置
が
増
え
る
と
、
踏
ん
だ
り

し
て
幼
児
、
こ
ど
も
な
ど
へ
の
被
害

も
増
え
、
地
域
の
環
境
や
品
格
が
下

が
り
ま
す
。

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
犬
の
散

歩
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
、
必
ず
フ
ン
を

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
犬
の
鳴
き
声
」
に
関
す

る
苦
情
も
あ
り
ま
す
。
「
夜
鳴
き
」

だ
け
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ

ワ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、

「
昼
鳴
き
」
も
何
と

か
な
ら
な
い
か
と
の

声
も
あ
り
、
犬
の
鳴

き
声
に
つ
い
て
も
愛

犬
家
の
皆
さ
ん
に
は

配
慮
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

公
園
の
ゴ
ミ
箱
を
撤
去

令
和
元
年
度
の
西
ブ
ロ
ッ
ク
に
引

き
続
き
、
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
公
園
の

ゴ
ミ
箱
が
今
年
３
月
末
ま
で
に
撤
去

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
委
託
業
者
の
月

２
回
の
ゴ
ミ
収
集
が
な
く
な
り
ま
す
。

公
園
利
用
の
際
の
注
意
事
項
看
板

に
も
「
ご
み
は
持
ち
帰
ろ
う
」
と
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、

ご
み
は
必
ず
各
自
で
持
ち
帰
る
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
の
な
い

き
れ
い
な
公
園
に
し
ま
し
ょ
う
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和３年３月１４日

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

４
月
14
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

（
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
）

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
費
無
料

予
約
不
要

今
回
は
《
き
ん
た
ー
ず
》
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
も
あ
り

ま
す
。

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お悔やみ （敬称略）

今村 長義 西２

堺 美惠子 東１

小野寺 弘三 西４

守田 弘 東１

雀部 昭宜 東４

大道 タカ子 東５

阿山 敞子 西５

川端 さよ子 西４



せいわだいにゅ～す 令和３年３月１４日（４）

六

赤
松
小
学
校

約
２
万
人
の
犠
牲
者
が
出
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
今
月
で
10
年
が

経
ち
ま
す
。
当
時
、
私
は
、
沖
縄

に
あ
る
在
日
米
海
兵
隊
の
幹
部
と

し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
救
援
活

動
に
携
わ
り
ま
し
た
。

「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
と
名
付
け

た
米
軍
に
よ
る
救
援
活
動
は
、
自

衛
隊
と
一
緒
に
行
い
、
長
年
付
き

合
っ
て
き
た
自
衛
隊
と
一
緒
に
仕

事
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

震
災
が
発
生
し
た
ち
ょ
う
ど
一

年
半
前
の
２
０
０
９
年
９
月
に
海

兵
隊
に
転
職
し
た
私
、
清
和
台
出

身
の
妻
と
、
清
和
台
生
ま
れ
の
娘

（
当
時
、
小
学
校
4
年
生
）
と
息

子
（
小
２
）
と
共
に
沖
縄
に
移
動

し
ま
し
た
。

日
米
同
盟
や
戦
後
沖
縄
の
基
地

問
題
の
専
門
家
と
し
て
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
専

門
は
、
防
災
や
危
機
管
理
で
す
。

後
者
の
専
門
家
に
な
る
き
っ
か

け
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
生
の
時
、

発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
し

た
。
そ
の
10
年
後
の
２
０
０
６
年
、

「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
の
基
礎
と
な
っ

た
政
策
提
言
書
（
震
災
時
の
在
日

米
軍
の
活
用
方
法
を
は
じ
め
、
震

災
前
の
自
治
体
と
の
顔
の
見
え
る

関
係
構
築
な
ど
）
を
纏
め
て
発
表

し
た
こ
と
が
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
時
、
直
ぐ
に
行
動
に
移
さ
せ

ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
体
験
は
、

私
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
で
し

た
。
そ
の
教
訓

を
東
日
本
大
震

災
で
活
か
す
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
上

記
の
提
言
も
証

明
さ
れ
た
と
言

え
ま
す
。

仙
台
空
港
の
復
旧
が
私
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
し

た
。
学
者
時
代
（
２
０
０
０
年
）

に
仙
台
空
港
を
利
用
し
た
こ
と
が

あ
り
、
被
災
地
の
中
に
あ
る
施
設

を
使
え
ば
、
よ
り
早
く
復
興
が
で

き
、
「
希
望
」
を
被
災
者
の
皆
さ

ん
に
与
え
る
と
も
考
え
て
い
ま
し

た
。
地
震
の
翌
12
日
の
朝
、
そ
の

復
旧
を
提
言
し
、
13
日
よ
り
官
邸

と
調
整
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
ま

だ
水
に
浸
か
っ
た
空
港
の
復
興
は

「
一
年
か
か
る
」
と
の
認
識
で
し

た
が
、
遠
征
的
な
米
海
兵
隊
は
到

着
後
三
日
後
に
、
最
初
の
軍
用
機

を
着
陸
さ
せ
驚
か
せ
ま
し
た
。
私

は
立
ち
会
い
ま
し
た
が
、
感
動
的

で
し
た
。
（
詳
細

は
、
拙
著
『
ト
モ

ダ
チ
作
戦
』
集
英

社
、
２
０
１
７
年

を
ご
参
照
。
）

震
災
後
、
私
は
、

次
の
大
震
災
に
備

え
る
た
め
に
、
政

策
提
言
の
後
半
で

あ
る
「
自
治
体
と

の
関
係
強
化
」
の

一
環
と
し
て
、
海
兵
隊
と
静
岡
県
、

高
知
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
、

沖
縄
県
な
ど
と
の
「
公
式
な
関
係
」
。

愛
知
県
、
兵
庫
県
、
愛
媛
県
、
徳

島
県
と
の
「
非
公
式
な
関
係
」
を

作
る
た
め
に
、
全
国
に
飛
び
回
り

ま
し
た
。
（
詳
細
は
、
拙
著
『
次

の
大
震
災
に
備
え
る
た
め
に
』
近

代
消
防
社
、
２
０
１
６
年
を
ご
参

照
。
）

２
０
１
６
年
に
、
清
和
台
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
が
、
東
北
の
復
興
過

程
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
仙

台
や
気
仙
沼
市
を
訪
問
し
、
教
訓

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
世
界
各

地
で
講
演
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
が
目
の
前
の

「
危
機
」
で
す
が
、
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
へ
の
各
自
の
防
災
対
策

も
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
。

東 日 本 大 震 災 と ト モ ダ チ 作 戦 を 振 り 返 る

東１ ロバート・D・エルドリッヂ

①地震により海の底が

動く

②海水を押し上げ、津

波がおこる

③海の表面から底まで

の水がかたまりとなっ

てやってくる

④海岸に津波が押し寄

せる


